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1. コンペの概要 

2020年度日本造園学会全国大会の一環として、「食」とランドスケープというテーマで学生

公開デザインコンペを実施した。 

 

1.1 テーマ 

人のエネルギー摂取源である「食」とそれを支える農業や漁業は不可欠な存在であり、近年

提唱された循環型社会の形成や美しい国土づくりとの関わりからも、産業景観にはランドスケ

ープ的な思想が特に必要と考えられる。淡路島は兵庫県南部に位置している。古くから「御食

国」として朝廷に食料の供給をしており、現在でも「食」をキーワードにした観光が盛んで、

山、海、棚田などの景観資源を生かした地域経営も推進されている。また、淡路島は農山漁村

をベースに発展してきた自然環境の豊かな場所であるが、関西の中心都市から一時間あまりで

移動が可能なため、観光・レクリエーションに適している土地であると同時に、都市部で働く

人々の居住場所としてもよい環境であると考えられる。一方、同地域の現状は日本全国の地方

都市と同様に、高齢化と人口減少が進んでいる。また、就農人口の減少による耕作農地の管理

放棄や、過度な開発による海の養殖産業への影響など、淡路島の農山漁村の生活文化やアイデ

ンティティーのある景観の喪失・質の低下といった、特色のある地域社会の継続性にかかる問

題点が顕在化しており、経済的に自立し、持続可能な地域となることがより一層求められてい

る。今回の学生公開デザインコンペでは、淡路島の北部に位置する淡路市を対象とし、「食」

とランドスケープをテーマに、ランドスケープの視点から対象地の地域振興につながる提案を

募集した。 

 

1.2 審査委員 

淡路市のまちづくりを担ってきた淡路市役所と淡路島の食、観光資源等に精通している編集

者、さまざまなプロジェクトに関わる専門家と実務者に審査委員を依頼した。一次審査、二次

審査ともに５名の審査委員が担当し、全国大会運営委員会からコンペ担当者が事務局として参

加した。 

 

【審査委員長】 

中瀬 勲（兵庫県立淡路景観園芸学校学長/兵庫県立人と自然の博物館館長） 

【審査委員】 

岩井 貴代（株式会社 京阪神エルマガジン社メディアビジネス本部副本部長/一般社団法人淡 

路島観光協会戦略室 アドバイザー） 

沈 悦（兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科教授） 

西辻 俊明（株式会社現代ランドスケープ代表取締役社長/一般社団法人ランドスケープコン

サルタンツ協会関西支部長） 

眞嶋 加由里（淡路市企画情報部長） 

村上 修一（滋賀県立大学環境科学部環境建築デザイン学科教授） 

 

1.3 募集対象 

募集対象は、登録時点で高校生、専門学校生、短大生、大学生、大学院生の個人またはグル

ープとした。 
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２．応募者数・作品提出数 
応募は事前登録制とし、登録期間は2020年1月31日（金）から4月17日（金）、作品提出は5月

1日（火）から5月8日（金）必着としたが、新型コロナウィルス感染症拡大防止の緊急事態宣言

に伴い、移動制限や大学キャンパスが使用禁止となる事例が発生したため、作品提出および公

開プレゼンテーションの方法を一部変更した。4月24日（金）までにコンペ事務局へ事前連絡を

行ったうえで、ポスター形式、データ形式の提出も受け付けた（その場合は提出日を5月6日17

時とすることでパネル作品提出 者との公平性を保った）。例年に比べてイレギュラーな形態と

なったが、登録数や応募数には大きな問題はなかった。 

【登録数】79 団体（大学生部門 77 団体、高校生部門 2 団体） 

【作品提出数】55 作品（大学生部門 53 作品、高校生部門 2 作品） 

 

 

３．審査結果 
一次審査会は5月10日（日）に審査委員によって非公開で行い、10作品を選出した。緊急事態

宣言により、会場（淡路景観園芸学校）に来校できない審査員についてはデータによる事前審

査を依頼した。5月22日（金）に公開プレゼンテーションを行い、二次審査会を行う予定だった

が、学会自体がオンライン開催となったため、公開プレゼンテーションの代替として、入選者

には10分間のプレゼンテーション動画を作成してもらった。二次審査会は非公開で行い、10作

品のプレゼンテーション動画をオンラインで閲覧したのち、審査委員による15審査を行い、最

優秀賞1作品、優秀賞2作品、佳作7作品を決定した。一次審査を通過した作品は、地域経営、地

域貢献の視点を含んでいる点が評価された。最優秀賞の「循環する食の源風景の結び方」は 、 

これからのポストコロナ時代における中山間地域の方向性を示唆し、セカンドライフ、長中期

滞在地としての可能性について提案した点が高く評価された。優秀賞には、耕作放棄地を活か

した新たな空間像を示し、動画が高く評価された「棚田三昧」、ため池のかいぼりをテーマと

した新たな空間像の提案と持続可能な食の環境基盤を提案した「Nursery Pond」が選ばれた。 

 

【最優秀賞】 

Hsuan Lu、笹原洋平（千葉大学） 

  

【優秀賞】 

荒巻友里恵、伊藤未羽、柯佩怡、陳宣岐、舟田温子（兵庫県立大学大学院/淡路景観園芸学

校） 

岡本典子、杉本莉菜、中川愛美（奈良女子大学） 

 

【佳作】 

石川里桜、史怡文、陳杰、李虹俣、厲陽（千葉大学） 

山路依梨菜、鯉川哲平、霍広琦（千葉大学） 

張珺眉、羅稀文、山田京佳、文麒森（東京農業大学、千葉大学） 

山田陽太、大谷理個、濱田千織、中野紗希（立命館大学） 

中村幸介（神戸大学） 

和出好華、有森実希、柳瀬千裕、五十嵐萌乃（早稲田大学） 

YANG RUOCHEN、服部けやき、尾石光、ZHAO JIANYE、LIU JIARUI（千葉大学）
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４．おわりに 
今回は緊急事態宣言が発令されたこともあり、事前調査や成果品制作において大きな制約

があったにも拘わらず、淡路市の課題等について綿密に分析をされていた。また、今回初の

試みとなった動画によるプレゼンテーションにおいても、プレゼンテーション能力、動画作

成技術の高さがみられ、このコンペを実施した意義は大きいといえる。
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資料１ 募集要項 
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資料２ チラシ 
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資料３ 受賞作品 

【最優秀賞】 

「巡環する食の源風景の結び方」 

Hsuan Lu、笹原洋平（千葉大学） 

 



【優秀賞】 

13 

 

 

 

「棚田三昧」 

荒巻友里恵、伊藤未羽、柯佩怡、陳宣岐、舟田温子 

（兵庫県立大学大学院/淡路景観園芸学校） 

 



【優秀賞】 

14 

 

 

 

「Nursery Pond 淡路に必要な知恵はすべて幼稚園のため池で学んだ」 

岡本典子、杉本莉菜、中川愛美（奈良女子大学） 

 



【優秀賞】 

15 

 

 

 

「ミケコレ 御食国ため池コレクション ため池が繋ぐ淡路の食風景」 

石川里桜、史怡文、陳杰、李虹俣、厲陽（千葉大学） 
 



【佳作】 

16 

 

 

 

「風景を食べる ー生産の風景を生かした新たな観光提案ー」 

山路依梨菜、鯉川哲平、霍広琦（千葉大学） 

 



【佳作】 

17 

 

 

 

「食の学び舎あわじ ー地域全体が学びのフィールドー」 

張珺眉、羅稀文、山田京佳、文麒森（東京農業大学、千葉大学） 

 



【佳作】 

18 

 

 

 

「泥産業 ーため池から始まる食質改善の提案ー」 

山田陽太、大谷理個、濱田千織、中野紗希（立命館大学） 

 
 



【佳作】 

19 

 

 

 

「岩屋の青をさがす 〜７つの「浜」の倉庫再編による景観計画〜」 

中村幸介（神戸大学） 

 

 



【佳作】 

20 

 

 

 

「溜池と棲まう 人間・自然・大地を結ぶ“ 淡路・食の共同体”」 

和出好華、有森実希、柳瀬千裕、五十嵐萌乃（早稲田大学） 

 



【佳作】 

21 

 

 

 

「淡路歳時記 旬の食と二十四節気の物語」 

YANG RUOCHEN、服部けやき、尾石光、ZHAO JIANYE、LIU JIARUI（千葉大学）
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